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◇会長告知◇ 
会長 小口 直久 

皆さん、こんにちは。 

本日も例会に参加いただきあり

がとうございます。 

まだまだ暑い日もありますが、

ぐっと気温も下がり過ごしやすい

季節となってまいりました。会員

の皆様におかれましては、いか

にお過ごしでしょうか？ 

先ずはゲストのご紹介をいたし

ます。 

諏訪児童相談所長の森 美奈子様です。後ほど、お話を

楽しみにしております。 

今月 24 日は「世界ポリオデー（World Polio Day）」です。こ

の日は、ポリオワクチンの開発者であるジョナス・ソーク博士

の誕生日にちなみ、世界中のロータリアンがポリオ根絶へ

の取り組みを改めて心に刻む日です。ポリオは日本では、

小児まひともいわれております。 

ロータリーが「ポリオ根絶（End Polio Now）」を掲げて活動

を始めたのは 1979 年。当時、世界では年間 35 万人以上

の子どもたちがポリオに苦しんでいました。しかし、ロータリ

ーをはじめとする国際的な努力の積み重ねにより、現在で

はパキスタンとアフガニスタンのわずか 2 か国を残すのみと

なりました。 

これは、ロータリーの「奉仕の理想」が世界を変えてきた証

です。ただし、あと一歩というこの段階こそ、最も重要です。

感染の再拡大を防ぐためにも、継続的な支援と関心が欠か

せません。 

「最後の一人の子どもが守られるまで」この言葉を、私たち

は胸に刻み続ける必要があります。 

国際ロータリーの掲げる「ポリオ根絶（End Polio Now）」を

今改めて考えてみましょう。 

そして、この「奉仕の心」は、国際社会のポリオ根絶活動に

限らず、今まさに困難に直面している地域にもつながって

いきます。 

連日報道でも伝えられておりますとおり、フィリピン・セブ島

周辺で地震が頻発し、多くの家屋が倒壊・損壊するなど深

刻な被害が発生しております。諏訪湖ロータリークラブで

は、現地のマクタンロータリークラブを通じて、防水シートな

どの緊急生活物資を届けるための義援金活動の実施を検

討中です。 

現在、この支援については理事会での正式承認を経て、

改めて会員の皆様にご案内する予定です。 

その際には、ぜひ温かいご協力をお願い申し上げます。 

ロータリーの奉仕は、国を越え、世代を越えてつながって

いきます。世界ポリオデーを機に、私たちも改めて「奉仕の

心」を胸に、地域と世界に希望の光を届けてまいりましょう。 

 

◇幹事報告◇幹事 成山 秀幸 

【連絡事項】 

1. 諏訪グループポリオ撲滅チャリティゴルフ大会が、１０

月２６日に行われます。それに伴いまして、本日の例

会で、募金を募りますので、ぜひご協力をお願い致

します。 

2. 新会員の方が多く入られましたので、レターボックス

の順番を整理致しました。ご自身の場所をご確認くだ

さい。 

 

【出席報告とニコボックス】 

 

 

 

本日は、青少年奉仕担当例会です。諏訪児童相談所長  

森 美奈子様をお招きしております。お忙しい中、当クラブ

にお出でいただき、ありがとうございます。お話を楽しみに

しております。                      小口直久 

出席報告 
ニコニコボックス 

利用人数 今回の金額 

会員数 32 人 
8 人 12,000 円 

出席対象 29 人 

出席者数 17 人 前回累計 223,000 円 

出席率 58.6％ 累計 235,000 円 

前回修正出席数 人 目標額 7０万円 

前回修正出席率 ％ 達成率 33.5％ 
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本日は児童相談所の森様、半場様ありがとうございます。楽

しみにしておりました。                 小笠原仁 

本日は諏訪児童相談所長の森美奈子様、半場様 よろしく

お願い致します。                    成山秀幸 

（メッセージ無し）                    宮坂英貴 

           

◇例会内容◇ 

青少年奉仕委員会担当 
諏訪児童相談所長 森美奈子氏 

『こどもができるだけ「家庭で家族の一員として」育つこと』 

 

わが国では施設養護が盛ん

ですが、本来は虐待を受け

た子供たちなどは、本来は社

会や我々が見ていかなけれ

ばなりません。 

どうしても施設に任せっきり

になってしまいますが、我々

が考えていかなければなりま

せん。 

本日はそういうお話をお聞き

したいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供は私だけを見ている大人を求めています。自立して自

分で生活していく大人になるために、里親が必要です。 

研修に参加できないなどの理由で、里親はハードルが高い

です。しかし、里親登録が必要ない、子供の養育もありま

す。 

子供に合った里親をマッチングさせるため、多くの里親が必

要です。企業さんに PR していただくためのポスターなども

用意してありますので、もしご協力いただけるようでしたら、

ご連絡をお願い致します。 


